





















































This  text  shows  the  attempt  to  use  the  electronic  textbook  as  a  supporting  material  in  lecturing  on  statistics.  After
it  lectures  in  the  first  half,  the  participant  does  the  problem  that  analyzes  and  considers  a  familiar  topic.  When  we
think  about  the  problem,  we  provided  the  electronic  textbook  to  help  students  to  understand  the  statistics  knowledge.  It
advised  on  use  of  the  textbook  at  the  same  time.  The  student  had  not  touched  the  problem  or  the  student's  answer
almost  looked  like  before.  As  a  result  of  this  attempt,  students  have  come  to  be  answer  the  problem  based  on  the




























































































































































http ://coref.u-tokyo. ac. jp/sanseidomt_shinsei
　情報処理学会: 「デジタル教科書」推進に際し
てのチェックリストの提案と要望，
http ://www. ipsj. or. jp/ 03somu/ teigen/
digital_demand.html
とにかく課題をすすめるために電子教科書の参照を
行なったり、「どこを見ればいいのか」や「講義で
の解説と教科書に書かれている内容の関係がわかり
にくい」などの質問も観察された。
課題への評価及び類似度については、評価平均が
変わらないのに対し、電子教科書の導入以降は類似
度が減少したことから、学んだ内容について自ら利
用して課題を行ない、また今までは解説なしに進め
られなかった部分については電子教科書を参照する
ことで解消できた可能性があると推察する。また、
回答にもバリエーションが見られるようになった。
12/２の課題を例に挙げる。この課題ではクッキー
作りを手伝う人を２人から選ぶというもので、デー
タとしてはそれぞれ10枚を10回焼いたうち何枚成功
したか、何枚が絶品クッキー（品質が高い）かを提
示した。このとき講師は度数分布表とヒストグラム
を用意してデータのばらつきを見る方法があるとい
う解説を電子教科書の参照をしながら行なった。こ
の結果、提示した方法以外に、クッキーの品質につ
いての言及や、材料費を仮定し原価率を算出して判
断の材料とするなどの受講生自身が創出した解答が
見られた。
最後に「事実を述べる」「判断をする」に関連す
る問題への評価について、グラフや統計量から何が
起きているか「事実を述べる」ことが前半よりも後
半のほうが高くなっている。これは課題時にデータ
の読み方について詳細に解説を入れていったことが
要因と考える。このほかの要因として、先に述べた
導入以前より以後のほうが課題遂行が止まることが
少なかったという観察から、電子教科書を導入した
ことが理解しきれていない用語を調べたり、教科書
の例題などを参照することで判断する手助けになっ
ていた可能性がある。
６．考　察
課題遂行を要請する講義において、質の高い補助
資料を提供できることは有益であろう。それが以前
触れたことのある高等学校の教科書である場合、新
しい書籍やコンテンツのときにぶつかる慣れや構成
の不透明さなどの障害なしに必要な情報を参照する
ことができることは、他の情報コンテンツにない利
点であると考える。特に本講義のような考え方や手
法を身につける場合、あてもなしに調べるのではな
－ 4－
